
令和 6年度 第 41 回「海の子山の子交歓会」開催要項 

 
１ 事業目的 

 従来、「海の子山の子交歓会」事業については、姉妹都市である山形県上山市の児童生徒との
交流で、上山市との共催事業として昭和 48 年から実施してきた。東日本大震災により、事業は
中断となったが、平成 24 年度から、上山市を会場とした「わんぱく交歓研修会」事業に招待さ
れ交流を再開し、平成 29 年度からは相互訪問事業として実施し、例年７月は上山市、11 月は
名取市会場として実施してきた。 

令和３年度、震災から 10 年の節目として「海の子山の子交歓会」の事業を復活させるべく上
山市と再開を計画したが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

令和４年度、ウィズコロナのもと新たな生活様式を取り入れた中で、両者会場共に再開を果
たした。 

今年度も、両市相互の環境・施設等の特色を活かした野外活動等の体験学習を通して、両市
相互の児童生徒同士の友情を育み、姉妹都市の交流を深める内容として継続して実施する。 

２ 主  催 名取市教育委員会、上山市教育委員会 

３ 協  力 ジュニア・リーダー・サークル「あにまるず（名取市）」、「あすなろ（上山市）」 

４ 期  日 （名取会場） 
令和 6年 10 月 12 日（土）～10 月 13 日（日） 

       （上山会場） 
令和 7年 2月 1日（土）～2 月 2日（日） 

５ 宿泊場所 （名取会場）JA 学園宮城 
       （上山会場）蔵王ライザ ウッディロッジ 

６ 対  象  名取市・上山市の児童生徒 小学 4年生～中学 2 年生 48 名程度（両市各 24名） 
※対象人数の設定は、宿泊会場及び体験活動内容を勘案し設定。 

定員超過の場合は抽選とする。 

７ 活動内容 （名取会場） 
【1日目】 
〇開会アトラクション  
〇アイスブレイク&レクリエーション活動 
〇赤貝の学習 
〇「絵灯篭づくり」&館内ウォークラリー 
〇「震災講話と絵灯篭の灯」 

【2日目】 
〇遊覧船乗船 
〇貞山堀の生き物観察・カニ釣り等 
〇浜辺でのレクリエーション（サンドアート等） 

          （雨天時は、ニュースポーツ体験または、工作） 
（上山会場） 
【１日目】 
○レクリエーション活動 
○「蔵王ライザワールド」でインストラクター指導によるスキー交流 

【２日目】 
○「蔵王ライザワールド」で雪遊び体験、雪上バギー体験 
○山の恵みでものづくり体験 

 
８ 参加費用 １０，０００円／１人 ※両会場併せての費用。保険料込。 
 
 
９ 募集方法 市内小中・義務教育学校にチラシ及びポスターを配布し、各個人で生涯学習課に直

接申し込む。 
 
10 事前説明会 保護者及び参加者への事前説明会・オリエンテーションとして、令和６年９月１８

日（水）午後 6時 30 分から文化会館小ホールで開催する。 
 
11 そ の 他 ジュニア・リーダー・サークルあにまるずは、事前に現地下見のうえ、活動場所の

確認及び避難誘導等危険予知トレーニングを実施する。 
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名取会場 体験活動のねらい 

 
活  動 活動内容のねらい 

１ 
開会アトラクション 
無形民俗文化財「花町神楽」 

花町神楽はその起源は不詳ですが、愛島の道祖神神楽と類

似する岩戸系十二座神楽となっていることから、密接なつな

がりがあると考えられている。 
市指定の無形民俗文化財に触れることを通して、先人の苦

労や願いを知り、地域文化への興味・関心を高めることがで

きるようにする。 

２ 
アイスブレイク&レクリエー

ション活動 

活動を始める前の初顔合わせ時に、両市の児童生徒がアイ

スブレイク、レクリエーション活動を通して、緊張をほぐす

とともに、お互いの理解を深め、今後の活動をスムーズにで

きるようにする。 

３ 赤貝の学習 
名取市の特産として知られる赤貝の学習や漁師さんの一日

や一年間の生活を知り、海のめぐみに興味関心を高めたり、

名取市への理解を深めることができるようにする。 

４ 絵灯篭づくり 
東日本大震災で津波による甚大な被害を受けた名取市閖上

地区。震災時の出来事と絵灯篭の意味を学び、震災の継承と

災害について考える機会とする。 

５ 震災講話と絵灯篭の灯 
東日本大震災で起こった出来事を学び、思い思いに作製し

た絵灯篭を灯し、追悼の機会とする。 

６ 周遊船乗船 
遊覧船に乗り、海から閖上の街を眺めたり、海の潮風を感

じたりしながら自然の素晴らしさを体感する。 

７ 浜辺でのレクリエーション 
浜辺でのサンドアートをつくったり、紙風船割をしたりし

て海の近くならではの遊びを体験する。 

８ 
貞山掘の生き物観察 
カニ釣り 

サイクルスポーツセンター前の掘でカニ釣りをしたり、小

魚を網で捕まえたりして汽水域の生き物を観察する。 

 

上山会場 体験活動のねらい 

 活  動 活動内容のねらい 

１ レクリエーション活動 

半年ぶりに再会する名取市・上山市の児童生徒がレクリエ

ーション活動を通して、緊張をほぐすとともに、お互いの理

解を深め、活動を充実したものにできるようにする。 

２ スキー交流 

グループごとにスキーに取り組み、仲間と共に助け合いな

がら学ぶことで協調性を育むとともに、身体を動かす心地よ

さを体感できるようにする。 

３ 雪遊び体験、雪上バギー体験 
 雪とふれあい、身体を動かして遊ぶことで、普段できない

ような雪国ならではの体験をできるようにする。 

４ 山の恵みでものづくり体験 

山の恵みを用いたものづくり体験を通して、自然やものづ

くりへの興味関心を高める。また、出来上がった作品を交歓

会の思い出となるようにする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月２０日 
定例記者会見資料 
教育部生涯学習課 



 

 

 


